
市長直轄組織　地域共生推進課

地域共生社会推進事業

令和５年度“「長久手市役所の仕事」通知表”の作成
～長久手市行政評価・外部評価～
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（別紙３）



１　事業概要

地域共生社会推進事業

　平成３０年度に策定した第２次長久手市地域福祉計
画に基づき、誰もが住み慣れたまちで安心して暮らせ
るよう、「地域共生社会の推進」のための取組を行っ
ています。

　モデル事業を経て、令和３年度から重層的支援体制
整備事業を実施しながら、「地域共生社会」の実現に
向けた取り組みを進めています。

◆事業名

◆事業の開始の背景、経緯等
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２　事業の実施体制

　地域共生推進監（部長級）　１名

　地域共生推進課長　　      １名

　担当課長　　　　　　　　　１名

　主幹　　　　　　　　　　　１名

　課長補佐　　　　　　　　　１名

　地域共生推進係長以下　　　６名※

　　※会計年度職員（月額）１名を含む

◆組織体制、人員
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３　事業の目的①

一人一人に役割と居場所があり、
助けがなかったら生きていけな
い人は全力で守られること。

◆事業のゴール（市としてどうなるのか）
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最終アウトカム



３　事業の目的②

全市民

①支援のために連携した関係者※1の数を増加させる
（相談支援）

②居場所等の運営に携わる市民数（地域づくり）

③伴走している支援件数（ｱｳﾄﾘｰﾁ／参加支援）

　※1　支援プランに記載した関係者。人※2・課・機関・企業等。

　※2　人＝相談支援の入口、参加支援における資源

◆事業対象（誰、何を対象にしているか）

◆対象者がどうなることを目指すか
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中間アウトカム



３　事業の目的③

◆事業を構成する事務事業
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事務事業名

① 地域共生社会推進事業

② ―

③ ―

庁内外の関係者や地域、公民連携による「多様
な社会参加」と「覚悟を持った寄り添い支援体
制」を構築します。

◆どんな活動を行うのか



４ 成果指標

支援のために連携した関係者の数

役割と居場所があり、助けがなかったら生きていけない人が全力で
守られる体制を作るためには、制度を超えた多様な機関・人との連
携が必要です。現在は連携（ネットワーク）を広げていく時期であ
り、相談支援、参加支援、地域づくりのいずれも、支援の広がりを
測るには「支援のために連携した関係者の数」が適当と考えます。

◆成果推移と成果目標

◆成果指標（対象者の変化をはかることができる指標）

◆指標の設定根拠
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Ｒ２年度
実績

Ｒ３年度
実績

Ｒ４年度
実績

Ｒ５年度 Ｒ８年度

- 65 87 92 102

（単位：者）



５ 事業のふりかえり

◆令和４年度の活動エピソード
・包括化推進協議会を１回、実務者会議を２回開催し、各機関の情報
共有、連携のあり方について、学習や意見交換を行いました。特に実
務者会議においては、本市が目指す地域共生社会の姿を共通のものと
するため、庁内連携会議（福祉部の他、多分野で構成）と合同で開催
し、先進自治体の事例を学びながら、協働について理解を深めるワー
クショップを行いました。

・各相談支援機関の協力を得ながら包括的支援情報連携システムの実
証実験を行い、各機関の情報共有、連携のあり方について協議、意見
交換を行いました。
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◆事業開始からの主要なエピソード

・令和３年度から重層的支援体制整備事業を開始し、相談支援、参加
支援、地域づくりに向けた支援を一体的に実施することで、包括的な
支援体制の構築を進めています。

・地域共生社会推進事業の委託先である、長久手市社会福祉協議会と
頻回に協議を重ね、重層的支援体制整備事業を進めるための連携の仕
組みを改善しつつ、事業を実施しています。



６ 課題分析①

◆目標達成のために対処が必要な要因

・制度の狭間や、複合的な課題を抱えた世帯を継続
的に各機関が連携して支援できる体制の構築

・社会参加が必要な人など、ニーズに応じた伴走支
援と社会参加につなぐ体制の構築
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◆目標達成状況（進捗状況は順調か）

改善ポイント

プロジェクトの実施、地域との関係構築に時間をか
けることを通して、関係者（助けてくれる人）が増
えています。



曼荼羅チャート
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重層的支援体制整備事
業に取り組むにあたり、
課員の目線を合わせて
いくため、曼荼羅
チャートづくりに取り
組みました。
「事業を実施する上で
大切にしたい視点」と
してまとめました。



６　課題分析②ー１

◆事務事業①の方向性
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事務事業名 事業の方向性 コストの方向性

① 地域共生社会推進事業 　　拡充 　　維持

◆中長期の計画（　　　　　　を踏まえ具体的に記入）改善ポイント

・目安として、重層的支援体制整備事業実施計画の終年である
令和8年度を目標達成期間とします。

・引き続き、各プロジェクトに取り組み、相談支援、参加支援、
地域づくりのための支援を一体的に進めるとともに、重層的支
援体制整備事業実施計画の策定、包括的な支援体制の構築を推
進していきます。



７　おわりに

◆外部評価実施者に助言をもらいたいことなど

・困り感のない方へのアウトリーチ（関係性構
築に時間がかかる、変化が見えづらい）は時間
をかける必要があるが、どう評価するとよいで
しょうか？
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